
近畿中国森林管理局における
シカ被害対策の取組
（令和７年１１月）

近畿中国森林管理局

【令和７年度 大型排水管を活用した有害鳥獣捕獲個体の埋設処理状況についての現地検討会資料】





森林被害等の現状
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森林における鳥獣害対策について ～森林被害等の現状～

出典：林野庁業務資料
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森林における鳥獣害対策について ～森林被害等の現状～
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森林における鳥獣害対策について ～森林被害等の現状～
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近畿中国森林管理局管内国有林
におけるシカ被害対策
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近畿中国森林管理局におけるニホンジカの生息密度

7



近畿中国森林管理局におけるニホンジカの生息密度（兵庫県）
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三重森林管理署管内

近畿中国森林管理局管内国有林におけるシカ被害対策について ～森林被害の状況～

【苗木の食害】

【樹皮剥ぎ】

【下層植生の食害】

【土砂の流出】

兵庫森林管理署管内

広島森林管理署管内

滋賀森林管理署管内

近畿中国地方では、ニホンジカの個体数の増加と分布域の拡大が著しくなっており、管内の国有林においても苗木の
食害や災害等のリ下層植生の衰退等が発生し、一部で被害が深刻化しています。このまま下層植生が無くなると土壌流
出のほか、土砂スクも高まることが危惧されています。このような被害を防止するため、地域と一体となったシカ被害
対策の推進が重要であることから、地域との情報共有を図り、効果的なシカ被害対策の実施に取り組んでいます。
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（２）シカ被害対策 捕獲等の推進

【シカ捕獲対策】
足くくり罠や囲い罠わな等による捕獲等に府県・
市町村・猟友会等地元関係者と連携して取り組ん
でいます。

【新植箇所等の保護】
新植箇所等の苗木等の保護を図るため防護柵等を設
置し、侵入・食害の防止に取り組んでいます。

足くくり罠による捕獲
田辺市（和歌山森林管理署管内）

立木を活用した防護柵の設置状況
箕面市（京都大阪森林管理事務所管内）

・ネットに前足が当たるのを嫌がる
・踏切位置が遠くなり跳び越えにくい
・ネットがたわみ噛み切りにくい

防護柵（斜め張り）の設置状況
備前市（岡山森林管理署管内）

・立木を支柱にすることによる労務、
資材コストの削減
・樹脂製支柱に比べ強度がある

近畿中国森林管理局管内国有林におけるシカ被害対策について～捕獲等の推進～

【生息状況等の調査】
シカ被害対策を効率的に実施するため、糞塊密度調
査、自動撮影カメラや目撃情報による生息状況調査、
植生調査等のモニタリング調査を実施しています。

ＧＰＳテレメトリー調査
箕面市（箕面森林ふれあい推進センター）

自動撮影カメラを使った調査
大台町（三重森林管理署管内）

囲い罠による捕獲
米原市（滋賀森林管理署管内）
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近畿中国森林管理局によるシカ捕獲頭数の推移

全体

近畿中国森林管理局管内国有林におけるシカ被害対策について ～効率的な捕獲～

罠の周囲を石で囲むことで
罠の中心を踏ませるよう工夫

餌の中心に罠を設置

小林式誘引捕獲法

埋設した大型排水管
ボカシ、もみ殻

（発酵促進、腐敗臭軽減）

大型排水管を活用した残渣処理
（実証試験中）

（10月末現在）

ニホンジカによる苗木の食害や下層植生の衰退などの被害が発生しているため、新植地の防護とあわせて、職員が開
発した初心者でも効率的にシカを捕獲できる小林式誘引捕獲法の普及や捕獲した個体処理の 負担軽減のため大型排水
管を活用した残渣処理の実証試験に取り組んでいます。
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時間経過で分解
配管の引き抜き
及び埋め戻し

減
容
化

【ステップ②減容化】

残渣

地上１ｍ程度

地中３ｍ程度

【ステップ①設置・投入】

発酵促進剤

捕獲個体

投入

捕獲個体

捕獲個体

捕獲個体
発酵促進剤

近畿中国森林管理局における大型排水管を用いた残渣減容化の取組（実証試験）

実証試験イメージ図

水質調査

土壌埋め戻し
（１m程度）

【ステップ③埋設処理完了】

残渣
（堆積２ｍ程度）

水質調査

近畿中国森林管理局管内国有林におけるシカ被害対策について ～捕獲個体処理～
○効率的な捕獲個体の残渣処理（大型排水管の活用）
近畿中国森林管理局（和歌山森林管理署等）では、現場埋設の前処理として林道脇のスペースに大型排水管(直径１

ｍ、長さ４ｍ)を縦置きで埋設し、その中に捕獲個体と発酵促進剤(ぼかし剤)を投入し、自然分解により減容化する実
証試験に取り組んでいます。和歌山森林管理署におけるこれまでの実証結果では、捕獲個体を累計で約100頭投入した
場合の残渣のかさ高は１ｍ程度となっており、個体処理の効率化が期待できる。また、従来の埋設処理と違い、クマや
イノシシなどに掘り返されることがないという利点もあります。
今後、排水管を抜き取り土を埋め戻す作業のコストや周辺の土壌水成分への影響についても調査を行うなど実証を重

ねつつ更なる改良と普及を目指すこととしています。
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近畿中国森林管理局管内国有林におけるシカ被害対策について ～プロファイル作成～

近畿中国森林管理局では、管内の森林管理署等においてシカ捕獲プロ
ファイルを作成し、地域毎の対策に取り組んでいます。
また、林野庁本庁においても森林管理署等の取組事例について、プロ

ファイルとして取りまとめ、情報共有を図ることにより、全国各地の実
態に応じてより効果的に進めていくこととしています。
林野庁：https://www.rinya.maff.go.jp/j/kokuyu_rinya/shinrinhigai.html
近中局：https://www.rinya.maff.go.jp/kinki/policy/business/sodateyou/171225.html
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参考資料
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（参考）小林式誘引捕獲法（罠の設置方法）

詳細については、
こちらからご覧に
なれます。
（林野庁HP）

設置方法はYouTube
でもご覧になれます。
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（参考）近畿中国森林管理局管内国有林におけるシカ被害対策について ～捕獲個体処理～

埋設した大型排水管 捕獲個体を投入した内部の様子
（日照、気温、標高等の条件のほか、
投入頻度によるが、1基で70～120頭
（最大で200頭程度）の処理が可能）

地上部1m、地下部3m程度で埋設

ポイント！
〇設置費用、日数
・これまでの事例では60～70万円程度（長さ4m、直径1m）
・重機を使用した場合、1～2日で設置が可能。
・大型排水管はポリエチレン製や金属製のものを活用、落
下防止、クマ対策のため金属製の蓋は必須。

○設置場所
・無臭ではないので集落周辺を避ける。
・水質保全のため谷部を避け尾根部、盛土等の水の影響
の少ない場所。（Ｒ７より水質調査を実施予定。）

・管理しやすいよう、ゲートなどを施錠できる場所。
・軽トラックの荷台等から直接投入できる場所。

臭いでクマが誘引される場合もあるが、
執着することはなかった

兵庫森林管理署で設置した改良型
【改良点（臭気対策）】
大型排水管と別構造とすること

により強度を確保、下部の一部を
土に埋設し臭気軽減の効果を見込
む。また三つ折り構造により蓋開
閉時の軽減を図る。

【令和6年12月設置】

○大型排水管を活用した効率的な捕獲個体の残渣処理
大型排水管と発酵促進剤（ボカシ）を利用した残渣処理の実証に取り組んでいます。
金属製の蓋を設置することで、ツキノワグマ等による掘り起こしを防止することができます。
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（参考）大型排水管を活用した効率的な捕獲個体の残渣処理（実証試験データ）
ポイント！
○処理のポイント
・発酵促進剤として、1頭当たり500g程度のボカシを投入。
・個体の発酵を早めるためには、ウジの発生が重要なので
ハエが出入りできる隙間を確保する。

・金属製の場合は、日照で表面温度が上がりすぎるとウジ
が発生しにくい場合がある。

・一度に多数の個体を投入すると、スムーズに発酵が進ま
ないので処理個体数が多い場合は、大型排水管を数基設
置し、ローテーションすることが効果的。

○国有林等における実証箇所
・和歌山森林管理署
（和歌山県日高川町内）西ノ河２基・野々川国有林１基
（和歌山県印南町内） 川又国有林１基
（和歌山県上富田町内）上富田町が民有地に設置を検討

・三重森林管理署
（三重県大台町内）大杉谷国有林３基
（奈良県上北山村内）環境省の連携捕獲事業で吉野熊野
国立公園普通地域内の大台ヶ原周辺の民有地に３基設置

・兵庫森林管理署
（兵庫県たつの市内） 新宮滝谷国有林１基

○法令関係
・鳥獣保護管理法、鳥獣の保護及び管理を図るための事業
を実施するための基本的な指針等に抵触せず、廃棄物処
理法で禁止されている不法投棄に当たらないこと、恒久
的な施設ではなく廃棄物処理施設に当たらないことを、
担当部局に確認。

和歌山署の実証データ１（西ノ河国有林妹尾支線）

処理個体は時間の経過とともに発酵、分解が進んで骨と皮のみになり、
かさ高も減少！

材質：ポリエチレン製管

三重署の実証データ（大杉谷国有林）

材質：金属製管 ※R6年度は処理実績なし

R7.5R6.1R5.6R4.5

1211009076累計処
理頭数

1.41.31.11.4かさ高
（ｍ）

R7.5R6.1R5.6R4.5

1701106033累計処
理頭数

1.71.10.30.9かさ高
（ｍ）

R7.6R6.11R5.12

565239累計処
理頭数

1.41.00.8かさ高
（ｍ）

R7.7R6.6R5.12

※656522累計処
理頭数

1.81.80.5かさ高
（ｍ）

材質：ポリエチレン製管

材質：ポリエチレン製管

R7.6

45累計処
理頭数

1.3かさ高
（ｍ）

兵庫署の実証データ（新宮滝谷国有林）

材質：ポリエチレン製管

排水管内の様子（ボカシと共に投入した個体）

排水管内の様子（骨と皮のみとなった個体）

和歌山署の実証データ２（西ノ河国有林39林班線）
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（参考）近畿中国森林管理局管内国有林におけるシカ被害対策について ～地域連携～

協定相手方（協定締結年度）森林管理署等（協定数）

大野市（R1）、福井県（R4） 南越前町（R5)福井森林管理署（3）

上北山村・環境省近畿地方環境事務所（H29）、いなべ市鳥獣害防止対策協議会（R3）、
伊賀市鳥獣害防止対策協議会（R3）

三重森林管理署（3）

米原市・米原市鳥獣被害防止対策協議会（H30）、滋賀県（R3）、大津市(R3）滋賀森林管理署（3）

京都市（H27）、高槻市・大阪府猟友会高槻支部（H27）、宮津市野生鳥獣被害対策運営協議会（R6）京都大阪森林管理事務所（3）

兵庫県神戸県民局（H24）、たつの市伝城山（H26）、丹波篠山市（H27）、たつの市野田山西（H29）、
高砂市（H29）、宍粟市三谷自治会（H29）、姫路市（R3）

兵庫森林管理署（7）

高野町（R2）、高野山金剛峯寺・高野山寺領森林組合（R3）、有田川町鳥獣被害防止対策協議会（R4）、
印南町鳥獣被害防止対策協議会（R4）すさみ町鳥獣被害防止対策協議会（R4）、上富田町鳥獣害防止対
策協議会（R5）、日高川町農業振興協議会鳥獣害対策部会（R5）、新宮市鳥獣害防止対策協議会（R5）
田辺市鳥獣害対策協議会（R5）、みなべ町（R5）、北山村鳥獣害防止対策協議会（R5）

和歌山森林管理署（11）

若桜町鳥獣害対策協議会（H29）、八頭町鳥獣被害対策協議会（R1）鳥取森林管理署（2）

島根県（R1）島根森林管理署（1）

津山市鳥獣被害防止対策協議会（H28）、真庭市鳥獣被害対策本部（H29）、岡山市・岡山地区猟友会
（竜ノ口山）（R4）、岡山市・岡山地区猟友会（操山地域）（R4）、鏡野町鳥獣被害防止対策協議会
（R5）、新見市鳥獣被害防止対策協議会（R6）

岡山森林管理署（6）

安芸高田市・安芸高田市有害鳥獣捕獲班連絡協議会（R1）、神石高原町・神石高原町有害鳥獣捕獲対策
協議会・神石郡森林組合・森林整備センター中国四国整備局広島水源林事務所（R2）、三次市（R7）

広島北部森林管理署（3）

美祢市有害鳥獣被害防止対策協議会・美祢猟友会（美祢地域）（R5）、美祢市有害鳥獣被害防止対策協
議会・美秋猟友会（美東・秋芳地域）（R5）、下関市・美祢猟友会(R6）、長門市・俵山地区猟友会(R6)

山口森林管理事務所（4）

○市町村、協議会等との協定によるシカ捕獲
森林管理署等では、市町村、協議会等と協定を締結することにより、捕獲場所の提供、わなの無償貸出、入林届の省

略など、地域の鳥獣害対策と連携して取り組んでいます。 （令和７年７月末現在 11署46協定）
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（参考）近畿中国森林管理局管内国有林におけるシカ被害対策について ～ＩＣＴの活用～

囲いわなと子機の設置状況

ほかパト子機

親機の設置状況

凡例
親
機

子
機

国有林

【ほかパトの配置状況（京都市内全域）】

電波シミュレーションのイメージ
（京都市内）

親機

〇米原市と連携したICT機器（通報装置）の活用による鳥獣捕獲の効率化（京都大阪森林管理事務所事例）
京都市ではシカ、イノシシ等の有害鳥獣捕獲の効率化を図るため、LPWA（低消費電力の長距離無線）を活用して

おり、 市内１４ヶ所に親機を設置し、ほぼ全域をカバーする通信網を整備しています。
しかしながら、一部の捕獲現場では電波の届き難い状況にあったことから、京都大阪森林管理事務所では、京都市

との 協定に基づき、令和４年度に通報装置の子機を設置したほか、親機の追加設置により電波状況を改善するなど、
各支部猟 友会の捕獲活動の効率化を支援しています。
農林業被害の防止はもちろんのこと、世界的な観光都市である京都の安全・安心の確保にもつながるよう、京都市

と連 携して取り組んでいます。
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WEBAIゲートかぞえもんAir捕獲システム

（（株）一成HPより）

（参考）近畿中国森林管理局管内国有林におけるシカ被害対策について ～ＩＣＴの活用～

〇米原市と連携したICT機器（WEBAIゲート）の活用による鳥獣捕獲の効率化（滋賀森林管理署事例）
米原市の奥伊吹国有林並びにその周辺地域(奥伊吹スキー場)において、米原市と連携（米原市と協定）してカウント

ゲートシステム付き囲いわなによりニホンジカの誘引捕獲を実施しています。
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（参考）近畿中国森林管理局管内国有林におけるシカ被害対策について
～ついで見回り・通報～

令和4年6月に4者で連携協定を締結

工事事業者
朝夕の通勤時に
シカ捕獲状況の確
認、捕獲時の通報

若桜町猟友会
罠の設置、

シカの止め刺し、処
分 若桜町

鳥獣害対策協議会
関係者間の連絡調整、
捕獲実績の取りまと

め
鳥取森林管理署
くくり罠の提供、
関係者間の情報共有

確認しやすい林道周辺にわなを設置してテープで表示 猟友会、行政関係者を対象に小林式誘引捕獲の
現地検討会を実施

活用のポイント！
・地元市町村、関係猟友会との連携が
不可欠。

・通勤のついでに罠の状況を確認する
ので、餌で誘引する小林式誘引捕獲
法との組合せが適している。

・林道事業のほか、治山事業、生産事
業など、ある程度事業期間が長い事
業での連携が適している。

○林道等の工事事業者、地元猟友会等と連携したシカ捕獲（鳥取森林管理署事例）
鳥取森林管理署では、小舟山林業専用道新設工事において、工事事業者、若桜町猟友会、若桜町鳥獣害対策協議会と

連携して、「ついで見回り・通報」に取り組んでいます。
「ついで見回り・通報」とは、猟友会等が設置した罠を工事関係者が現場への通勤等のついでに見回りを行い、捕獲

や罠の異常があった際に猟友会等に通報する仕組みです。

21



（参考）近畿中国森林管理局管内国有林におけるシカ被害対策について ～他省庁との連携～

○連携の取組
・各所管地間のシカ捕獲空白区域の解消
・近畿地方環境事務所、三重森林管理署の共同調達として同じ
委託先に発注し、捕獲時期をあわせることにより捕獲効率向上
・捕獲個体の搬出ルート、処分地の共同利用（R5年度から大型
排水管を活用）
・シカ捕獲に関する調査データの共有

林野庁事業環境省事業

うち連携捕獲総捕獲頭数うち連携捕獲総捕獲頭数

3頭53頭10頭72頭平成29年度

5頭65頭8頭66頭平成30年度

9頭72頭4頭138頭令和元年度

26頭81頭3頭91頭令和2年度

12頭37頭3頭77頭令和3年度

19頭85頭9頭158頭令和4年度

12頭73頭10頭107頭令和5年度

13頭48頭9頭75頭令和6年度

奈良県

三重県

〇大台ヶ原・大杉谷地域におけるニホンジカ連携捕獲（三重森林管理署事例）
三重県と奈良県の県境に位置する大台ヶ原・大杉谷地域（吉野熊野国立公園内）は、近年ニホンジカの急激な増加

に伴い森林生態系のへの被害が深刻化。
ニホンジカの生息密度を減らし森林生態系への被害を軽減させるためには、ニホンジカの行動域が複数の行政機関

所管地にまたがっていることから、関係機関が「個体数調整をはじめとした総合的な対策」を実施していくことが重
要。
平成２９年に近畿地方環境事務所、上北山村、三重森林管理署が、当該地域の適切な管理を実施するため、連携強

化及びニホンジカ対策の実施に資することを目的とし協定を締結。

22



（参考）林野庁 森林における鳥獣害対策
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